
幕
張

大
差
で
勝
利

Ｃ
Ｔ
Ｓ
職
場
代
表
選
挙
が
６
月

日
に
投

11

票
終
了
と
な
り
即
日
開
票
さ
れ
ま
し
た
。

幕
張
事
業
所
で
は
関
委
員
長
が
Ｃ
Ｔ
Ｓ
労

組
委
員
長
に
大
差
を
つ
け
る
勝
利
と
な
り
、

２
０
１
８
年
以
来
、
７
回
連
続
の
当
選
を
か

ち
と
り
ま
し
た
。

千
葉

票
増

21

千
葉
事
業
所
で
は
花
崎
組
合
員
が
昨
年
に

続
き
立
候
補
し
、

票
を
獲
得
！

昨
年
と

47

比
べ
て

票
増
で
、
対
立
候
補
に
迫
る
大
善

21

戦
を
し
た
も
の
の
惜
し
く
も
勝
利
と
は
な
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

怒
り
の
噴
出
！

一
昨
年
、
昨
年
と
組
合
員
の
退
職
が
多
く

出
る
中
で
の
闘
い
と
な
っ
た
が
、
い
ず
れ
の

事
業
所
で
も
組
合
員
数
を
大
き
く
上
回
る
支

持
を
獲
得
し
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の
他
労
組

や
未
加
入
の
仲
間
も
動
労
千
葉
の
候
補
に
投

票
し
て
く
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
職
場
に
お
け
る
、
長
年
の
地
道

な
取
り
組
み
が
評
価
さ
れ
た
こ
と
、
同
時
に
、

物
価
高
騰
の
中
で
の
あ
ま
り
に
低
額
の
新
賃

金
回
答
、
コ
ロ
ナ
禍
以
降
の
無
茶
苦
茶
な
コ

ス
ト
削
減
、
要
員
不
足
と
労
働
強
化
に
た
い

す
る
怒
り
の
噴
出
そ
の
も
の
で
す
。
職
場
に

は
、
Ｊ
Ｒ
ー
Ｃ
Ｔ
Ｓ
に
対
す
る
怒
り
が
渦
巻

い
て
い
ま
す
。

闘
わ
な
け
れ
ば
生
き
て
い
け
な
い

春
闘
に
お
け
る
Ｃ
Ｔ
Ｓ
経
営
の
超
低
額

24

回
答
は
、
グ
ル
ー
プ
会
社
に
徹
底
的
な
コ
ス

ト
削
減
を
押
し
付
け
、
低
賃
金
を
強
制
す
る

こ
と
で
Ｊ
Ｒ
の
黒
字
を
積
み
上
げ
て
い
く
と

い
う
姿
勢
を
は
っ
き
り
示
す
も
の
で
す
。

闘
わ
な
け
れ
ば
生
き
て
い
く
こ
と
も
、
将

来
展
望
を
切
り
開
く
こ
と
も
で
き
な
い
時
代

で
す
。
過
半
数
代
表
に
と
ど
ま
ら
ず
、
職
場

の
過
半
数
を
超
え
る
労
働
組
合
が
絶
対
に
必

要
な
時
が
来
て
い
ま
す
。

動
労
千
葉
を
支
援
す
る
会

ニ
ュ
ー
ス

動

労

千

葉

を

支

援

す

る

会

事

務

局

千
葉
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中
央
区
要
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２
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―2024年ＣＴＳ職場代表選挙―

関委員長が７回連続当選（幕張）
千葉事業所も大幅な票数増で善戦
〈幕張事業所〉

動労千葉 １１１票 （昨年比 ＋2票）

ＣＴＳ労組 ７５票 （昨年比 －11票）

〈千葉事業所〉

動労千葉 ４７票 （昨年比 ＋21票）

ＣＴＳ労組 ６８票 （昨年比 －7票）



５
月

日
、
久
留
里
線
と
地
域
を
守
る
会

26

は
第
２
回
定
期
総
会
を
開
催
し
た
。
沿
線
住

民
や
地
域
の
議
員
な
ど

人
が
集
ま
る
中
で
、

90

久
留
里
線
の
存
続
と
利
便
性
の
向
上
、
地
域

の
活
性
化
に
向
け
て
内
房
線
と
地
域
を
守
る

会
、
外
房
線
と
地
域
を
守
る
会
と
の
連
携
を

強
化
し
、
沿
線
自
治
体
や
千
葉
県
、
国
土
交

通
省
へ
の
要
請
行
動
な
ど
を
積
極
的
に
取
り

組
む
な
ど
の
活
動
方
針
を
決
定
し
た
。

重
要
な
局
面
を
迎
え
て
い
る

総
会
は
、
開
会
あ
い
さ
つ
の
後
、
三
浦
代

表
が
あ
い
さ
つ
を
行
い
、
「
昨
年
３
月
に
久
留

里
線
の
会
を
結
成
し
て
１
年
経
ち
、
地
域
か

ら
の
支
援
を
得
て
Ｊ
Ｒ
千
葉
支
社
、
君
津
市
、

千
葉
県
、
国
土
交
通
省
に
わ
れ
わ
れ
の
決
意

を
示
し
て
き
た
。
交
通
検
討
会
議
に
お
い
て

久
留
里
線
を
ど
う
す
る
か
検
討
し
て
お
り
、

今
、
重
要
な
局
面
を
迎
え
て
い
る
。
久
留
里

線
の
廃
線
を
阻
止
し
、
沿
線
地
域
の
活
性
化

に
向
け
て
頑
張
ろ
う
」
と
決
意
を
語
っ
た
。

『
存
続
』
の
声
が
多
く
な
っ
て
き
た

来
賓
あ
い
さ
つ
で
は
、
亀
山
地
区
自
治
会

の
代
表
か
ら
、「
久
留
里
線
の
廃
線
問
題
で
は
、

久
留
里
線
の
会
か
ら
支
援
を
い
た
だ
い
て
い

る
。
地
元
で
『
久
留
里
線
を
考
え
る
会
』
を

開
催
し
て
き
た
が
『
存
続
』
の
声
が
多
く
な

っ
て
き
た
。
と
く
に
『

年
問
題
』
の
関
係

24

で
鉄
道
を
残
し
た
方
が
い
い
と
の
声
も
あ
る
。

こ
れ
か
ら
も
ご
支
援
を
お
願
い
し
た
い
」
と

の
お
礼
の
言
葉
が
述
べ
ら
れ
た
。

地
域
の
子
供
達
の
絆
が
壊
れ
て
し
ま
う

さ
ら
に
、
小
学
校
統
廃
合
に
よ
り
久
留
里

で
学
童
保
育
を
行
っ
て
い
る
女
性
か
ら
は
、

「
学
童
保
育
が
終
わ
っ
て
久
留
里
線
を
使
っ

て
帰
る
子
が
い
る
。
久
留
里
線
が
な
く
な
っ

た
ら
地
域
の
子
供
達
の
絆
が
壊
れ
て
し
ま
う
」

と
の
訴
え
が
行
わ
れ
た
。

さ
ら
に
君
津
市
議
会
議
員
か
ら
の
あ
い
さ

つ
、
青
木
愛
参
議
院
議
員
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が

代
読
さ
れ
、
内
房
線
と
地
域
を
守
る
会
、
外

房
線
と
地
域
を
守
る
会
か
ら
も
参
加
し
て
い

る
こ
と
が
紹
介
さ
れ
た
。

活
発
な
討
論

総
会
で
の
質
疑
で
は
、
上
総
亀
山
に
佐
渡

か
ら
朱
鷺
を
誘
致
し
て
久
留
里
線
と
地
域
の

と

き

活
性
化
に
役
立
て
た
い
と
の
意
見
や
、
Ｊ
Ｒ

が
全
体
の

％
に
あ
た
る
ロ
ー
カ
ル
線
を
廃

39

線
に
し
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
へ
の
疑
問
、

里
山
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な
ど
を
行
っ
て
も
ら
い

た
い
と
の
声
が
あ
が
る
な
ど
、
活
発
な
討
論

が
行
わ
れ
た
。

最
後
に
、
「
沿
線
地
域
交
通
検
討
会
議
は
、

沿
線
住
民
切
実
な
声

「
久
留
里
線
と
地
域
を
守
る
会
」
第
２
回
定
期
総
会



私
た
ち
に
と
っ
て
極
め
て
重
要
な
久
留
里
線

の
問
題
を
非
公
開
で
、
密
室
で
行
っ
て
い
る
。

３
地
区
で
行
わ
れ
た
説
明
会
で
出
さ
れ
た
『
久

留
里
線
存
続
』
の
意
見
を
取
り
上
げ
て
議
論

し
た
こ
と
も
な
い
。
逆
に
『
代
替
交
通
を
検

討
』
と
言
い
出
し
て
い
る
。
議
論
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
は
住
民
説
明
会
で
出
さ
れ
た

沿
線
住
民
の
声
、
意
見
や
提
案
へ
の
取
り
組

み
だ
。
今
後
、
内
房
線
の
会
、
外
房
線
の
会
、

上
総
住
民
の
足
を
守
る
会
と
の
連
携
を
強
化

し
、
Ｊ
Ｒ
、
千
葉
県
、
国
土
交
通
省
、
沿
線

自
治
体
へ
の
働
き
か
け
を
強
化
す
る
。
『
地
方

消
滅
』
に
惑
わ
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
久
留
里

線
存
続
に
力
を
尽
く
し
て
い
こ
う
」
と
の
総

会
ア
ピ
ー
ル
が
読
み
上
げ
ら
れ
、
満
場
の
拍

手
で
確
認
さ
れ
、
総
会
は
成
功
裡
に
終
了
し

た
。

山
下
祐
介
教
授
が
講
演

総
会
終
了
後
、
東
京

都
立
大
学
の
山
下
祐
介

教
授
か
ら
、
「
久
留
里

線
を
誰
の
た
め
に
残
す

の
か
」
と
題
し
て
講
演

が
行
わ
れ
た
。
「
そ
も

そ
も
何
の
た
め
の
国
鉄
分
割
・
民
営
化
だ
っ

た
の
か
が
問
題
だ
。
過
密
（
東
京
）

過
疎

↑↓

（
地
方
）
の
構
図
は
必
ず
生
ま
れ
る
。
過
疎

で
儲
か
ら
な
い
か
ら
と
い
っ
て
鉄
道
を
切
り

捨
て
る
の
で
は
問
題
は
解
決
し
な
い
。
次
の

過
疎
が
生
ま
れ
る
だ
け
だ
。
過
疎
（
地
方
）

が
過
密
（
東
京
）
を
支
え
て
い
る
と
の
認
識

が
必
要
。
問
題
点
は
、
経
営
側
（
Ｊ
Ｒ
）
に

「
選
択
と
集
中
」
の
意
図
が
あ
り
、
該
当
す

る
地
域
（
久
留
里
線
沿
線
）
の
人
達
が
諦
め

て
、
自
ら
放
棄
す
る
道
を
選
ぶ
よ
う
に
仕
向

け
て
い
る
。
グ
レ
ー
ゾ
ー
ン
は
な
い
。
頑
張

り
ま
し
ょ
う
」

講
演
を
受
け
て
質
疑
が
行
わ
れ
、
最
後
に

山
下
教
授
へ
の
大
き
な
拍
手
で
講
演
は
終
了

し
た
。

5・29ＪＲ東日本に対して署名提出行動

今年１月から全国に呼びかけて取り組まれてきた「全国

のＪＲ会社（旧国鉄）の廃線政策にＮＯ！を 千葉県の久

留里線廃線阻止の署名」（呼びかけ人 元参議院副議長の

故・角田儀一氏、国労高崎地本の倉林誠委員長、国労千葉

地本の小林春彦元委員長、元国鉄闘争共闘会議議長の二甁

久勝氏、動労千葉の田中康宏前委員長）について、５月29

日にＪＲ東日本に対する提出行動が行われた。

提出行動に先立ち二甁氏からは、事前にＪＲ東日本に対

して「署名を提出する」旨が伝えられていた。それにもか

かわらずＪＲ東日本は、玄関前に警備員を配置して立ち入

りを阻止し、署名の受け取りを拒否するという言語同断の

対応を行ってきた。こうしたＪＲ東日本の対応に対して５

氏をはじめ参加者から次々に抗議の声が上がり、ＪＲ東日

本の玄関前は直ちに抗議集会の場となった。

久留里線と地域を守る会の三浦代表からは「ＪＲは久留

里線を突破口に全国のローカル線廃線を狙っている。廃線

阻止へ頑張る」と決意

を語った。

動労千葉の関委員長

は、「署名を集めた力は

大きい。国労と一緒に

全国で廃線阻止へ闘う。

分割・民営化をうち破

る闘いをやりぬこう」

と力強く訴えた。



「
異
例
の
見
直
し
」
相
次
ぐ

Ｊ
Ｒ
千
葉
支
社
は
５
月

日
、
９
月
に
「
ダ

30

イ
ヤ
変
更
」
を
行
い
、
京
葉
線
の
各
駅
停
車

の
一
部
を
快
速
に
戻
す
と
発
表
し
た
。
ま
た
、

６
月
４
日
の
喜
㔟
社
長
の
記
者
会
見
で
は
、

首
都
圏

駅
で
廃
止
し
た
「
み
ど
り
の
窓
口
」

15

を
繁
忙
期
に
復
活
さ
せ
る
と
発
表
し
て
い
る
。

京
葉
線
を
め
ぐ
っ
て
は
３
月
ダ
イ
改
で
プ

レ
ス
発
表
後
に
改
変
す
る
前
代
未
聞
の
事
態

と
な
り
、
さ
ら
に
半
年
後
に
「
ダ
イ
ヤ
変
更
」

と
い
う
異
例
の
対
応
に
追
い
込
ま
れ
た
。

「
み
ど
り
の
窓
口
」
を
一
度
廃
止
し
た
駅

で
「
復
活
」
さ
せ
る
の
も
異
例
の
事
態
だ
。

そ
も
そ
も
、
「
み
ど
り
の
窓
口
７
割
廃
止
」
自

身
が
、
「
鉄
道
あ
り
き
で
考
え
る
な
」
と
い
う

攻
撃
そ
の
も
の
だ
っ
た
。

当
初
、
Ｊ
Ｒ
は
「
す
で
に
自
動
券
売
機
や

チ
ケ
ッ
ト
レ
ス
サ
ー
ビ
ス
な
ど
、
み
ど
り
の

窓
口
以
外
で
の
販
売
が
拡
大
し

て
い
る
」
「
こ
れ
か
ら
は
チ
ケ

ッ
ト
レ
ス
サ
ー
ビ
ス
だ
」
「
地

方
駅
は
無
人
化
す
る
」
と
打
ち

出
し
た
。
だ
が
、
「
チ
ケ
ッ
ト

レ
ス
化
す
る
」
と
い
っ
て
も
、

窓
口
と
要
員
の
削
減
・
無
人
駅

化
は
障
害
を
持
つ
方
や
高
齢
の

方
が
列
車
に
乗
る
こ
と
を
今
ま

で
以
上
に
困
難
に
す
る
。

Ｊ
Ｒ
は
「
地
方
路
線
も
乗
客

も
、
利
益
が
上
が
ら
な
い
な
ら

切
り
捨
て
て
当
然
」
と
か
じ
を

切
っ
た
。
当
時
の
社
長
・
深
澤

自
ら
が
「
駅
は
切
符
を
売
る
場
所
で
は
な
い
。

ビ
ジ
ネ
ス
を
ど
う
作
る
か
だ
」
と
ま
で
語
っ

た
の
だ
。

「
Ｉ
Ｔ
企
業
化
」
路
線
の
破
た
ん

喜
勢
社
長
就
任
の
冒
頭
か
ら
「
異
例
の
見

直
し
」
が
続
い
て
い
る
。
こ
れ
は
喜
勢
社
長

ら
が
主
導
し
て
き
た
「
鉄
道
あ
り
き
で
考
え

る
な
」
「
Ｉ
Ｔ
企
業
化
」
路
線
の
破
た
ん
だ
。

会
社
は

年
に
「
鉄
道
部
門
４
千
人
削
減
」

22

「
転
籍
・
副
業
促
進
」
を
掲
げ
、

年
に
は

23

「
鉄
道
を
持
つ
Ｉ
Ｔ
企
業
」
化
を
打
ち
出
し

た
。
「
地
方
路
線
も
乗
客
も
、
利
益
が
上
が
ら

な
い
な
ら
切
り
捨
て
て
当
然
」
と
舵
を
切
っ

た
の
だ
。
し
か
し
、
地
域
住
民
か
ら
の
怒
り

の
声
に
さ
ら
さ
れ
、
軌
道
修
正
を
迫
ら
れ
て

い
る
。
「
Ｉ
Ｔ
企
業
化
」
路
線
、
業
務
融
合
化

の
破
た
ん
が
始
ま
っ
た
の
だ
。

地
域
か
ら
の
怒
り
の
声
で
会
社
の
攻
撃
を

打
ち
破
る
可
能
性
が
生
ま
れ
て
い
る
。
そ
の

力
は
何
よ
り
、
職
場
か
ら
の
団
結
し
た
声
と
、

闘
う
労
働
組
合
の
力
に
あ
る
の
だ
。

迷
走
す
る
Ｊ
Ｒ
５・

「
京
葉
線
ダ
イ
ヤ
変
更
」
・
６・
４
「
首
都
圏

駅
で
み
ど
り
の
窓
口
復
活
」
発
表

30

15

「
Ｉ
Ｔ
企
業
化
」「
鉄
道
あ
り
き
で
考
え
る
な
」
路
線
の
破
た
ん

【京葉線ダイヤ変更概要】（5/30 発表）

◇内房線・外房線を直通する各駅停車４本（上

下２本ずつ）を快速に変更

◇快速全体では平日７本増、土休日12本増

一方で３月ダイ改では…

●勝浦からは通勤快速直通が２本（朝上り１

本、夕下り１本）走っていたが「復活」対象

の快速は上総一ノ宮止まり

●特急「しおさい」（総武本線）、「わかしお」（外

房線）、「さざなみ」（内房線）も今ダイ改で削

減されている →沿線地域の生活基盤を破壊す

る重大問題は未解決

【みどりの窓口復活】（6/4 発表）

◍窓口全廃した川口や北朝霞など６駅は臨時窓

口を設ける◍窓口の数を減らした蒲田、登戸な
ど９駅は混雑状況に応じて閉鎖した窓口を復

活させる.。



地
域
の
生
活
よ
り「
株
主
利
益」

協
議
会
は
「
存
続
・
廃
止
を
前
提
に
し
な

い
」
と
い
う
建
前
だ
が
、
廃
線
を
主
張
す
る

Ｊ
Ｒ
西
の
意
向
で
国
が
関
与
し
て
設
置
さ
れ

た
も
の
だ
。
事
実
上
、
「
国
と
Ｊ
Ｒ
が
結
託
し

て
、
廃
線
を
地
元
に
強
制
す
る
」
た
め
の
協

議
会
だ
。

実
際
、
Ｊ
Ｒ
西
は
幹
事
会
で
「
会
社
は
黒

字
な
の
に
な
ぜ
路
線
を
維
持
で
き
な
い
か
」

と
問
わ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
「
利
用
が
少
な

い
ロ
ー
カ
ル
線
に
利

便
性
や
生
産
性
を
高
め

る
設
備
投
資
な
ど
を
単
独
で
す
る
こ
と
は
困

難
だ
」
と
主
張
し
た
。
さ
ら
に
、
終
了
後
の

会
見
で
Ｊ
Ｒ
西
は
「
株
主
や
ス
テ
ー
ク
ホ
ル

ダ
ー
へ
の
説
明
と
い
う
点
で
は
、
今
の
利
用

実
態
を
考
え
る
と
難
し
い
」
と
語
っ
た
。
「
地

域
の
生
活
よ
り
株
主
利
益
」
の
姿
勢
を
露
骨

に
表
明
し
て
い
る
。

し
か
し
、
そ
も
そ
も
地
方
鉄
道
が
赤
字
な

の
は
「
当
然
」
だ
。
世
界
的
に
見
れ
ば
大
都

市
で
あ
っ
て
も
黒
字
の
鉄
道
の
方
が
「
例
外
」
。

ま
た
、
道
路
、
空
港
、
港

湾
な
ど
は
ど
れ
も
「
赤
字
」

だ
。

結
局
、
公
共
交
通
で

あ
る
鉄
道
の
〝
基
準
〟
を

「
収
益
」
「
株
主
利
益
」

に
し
た
民
営
化
の
矛
盾
な

の
だ
。
国
と
Ｊ
Ｒ
が
結
託
し
て
、
負
担
も
責

任
も
地
域
に
押
し
付
け
よ
う
と
し
て
い
る
の

だ
。
こ
ん
な
こ
と
を
許
す
こ
と
は
到
底
で
き

な
い
。

攻
撃
の
矛
盾・
破
た
ん
が
明
ら
か
に

Ｊ
Ｒ
東
が
久
留
里
線
を
焦
点
に
し
て
進
め

る
ロ
ー
カ
ル
線
廃
止
攻
撃
も
同
じ
。
そ
し
て
、

現
場
に
対
し
て
は
、
ワ
ン
マ
ン
化
・
無
人
駅

化
、
業
務
融
合
化
、
グ
ル
ー
プ
会
社
へ
の
コ

ス
ト
削
減
と
い
う
形
で
矛
盾
が
押
し
付
け
ら

れ
て
い
る
。

し
か
し
一
方
で
は
、
Ｊ
Ｒ
の
攻
撃
は
地
域

か
ら
の
激
し
い
怒
り
に
直
面
し
て
、
破
た
ん

が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
「
京
葉
線
快
速
廃

止
」
は
前
代
未
聞
の
ダ
イ
改
見
直
し
に

追
い
込
ま
れ
、
「
み
ど
り
の
窓
口
７
割

削
減
」
方
針
は
社
長
自
ら
謝
罪
し
凍
結

を
発
表
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

今
こ
そ
地
域
の
怒
り
と
と
も
に
職
場

か
ら
声
を
あ
げ
る
と
き
だ
。

鉄
道
は「
赤
字
な
ら
廃
止
」
？

５・

芸
備
線「
再
構
築
協
議
会」
初
幹
事
会

16
Ｊ
Ｒ
芸
備
線
の
存
廃
等
を
議
論
す
る
「
再
構
築
協
議
会
」
は
５
月

日
、

16

初
の
幹
事
会
を
岡
山
市
で
開
い
た
。

“里山資本主義”藻谷浩介さんが

芸備線の未来を語る（ RCC中国放送1/23 ）
JR芸備線の存続を訴える市民集会での講演

「先進国では日本だけなんです。鉄道に国費を投入して

ないのは。一部してるとかいろんな理屈はあるんだけど、

基本的にいうと、鉄道だけを他のインフラと区別してま

す。異常に人口密度が高い大都市圏に、黒字の鉄道は存

在する世界で非常に珍しい訳ですね。新幹線だとか大阪

環状線とか一部、黒字の鉄道が存在する世界で稀な国な

ので、多分、アメリカなんか１線もないですよ。一つも

ないです。ニューヨークの地下鉄から大赤字」



「
新
し
い
集
団
的
労
使
関
係」
？

「
労
使
自
治
を
軸
と
し
た
労
働
法
制
」
「
新

し
い
集
団
的
労
使
関
係
」
と
称
し
て
、
労
基

法
、
労
組
法
を
軸
と
し
た
戦
後
的
労
働
法
制
、

労
働
基
本
権
を
最
後
的
に
解
体
す
る
攻
撃
が

開
始
さ
れ
て
い
る
。

今
年
１
月
に
経
団
連
が
「
労
使
自
治
を
軸

と
し
た
労
働
法
制
に
関
す
る
提
言
」
を
発
表

し
、
同
月
に
厚
労
省
に
法
改
正
に
向
け
た
研

究
会
が
設
置
さ
れ
た
。

経
団
連
提
言
に
は
そ
の
目
的
が
、
①
「
労
働

基
準
法
制
に
よ
る
画
一
的
規
制
の
弊
害
を
最

低
限
に
し
て
い
く
」
、
②
「
生
産
性
の
改
善
・
向

上
に
資
す
る
労
働
法
制
に
見
直
す
必
要
が
あ

る
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
「
労
働
条
件
や
権
利

の
維
持
・
向
上
」
「
団
結
権
の
擁
護
」
と
い
っ

た
観
点
は
消
え
失
せ
て
、
完
全
に
資
本
の
た

め
の
労
働
法
制
に
し
よ
う
と
い
う
の
で
あ
る
。

具
体
的
に
は
、
過
半
数
組
合
が
な
い
企
業

の
場
合
、
①
「
労
使
協
創
協
議
制
」
と
い
う

制
度
を
創
出
し
て
、
社
員
代
表
に
あ
る
種
の

団
体
交
渉
権
の
よ
う
な
も
の
を
与
え
る
、
②

社
員
代
表
は
「
会
社
代
表
者
と
の
間
で
個
々

の
労
働
者
を
規
律
す
る
契
約
を
締
結
す
る
権

限
」
を
も
つ
、
③
そ
の
「
契
約
」
で
は
、「
就

業
規
則
の
合
理
性
推
定
や
労
働
時
間
制
度

の
デ
ロ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
（
適
用
除
外
）
を
認

め
る
こ
と
も
検
討
」
す
る
、
④
こ
れ
ま
で

社
員
代
表
は
事
業
所
単
位
の
選
出
だ
っ
た

が
、
企
業
単
位
で
の
手
続
き
を
可
能
と
す

る
、
と
い
う
こ
と
を
法
制
化
し
よ
う
と
い

う
の
だ
。
す
で
に
連
合
と
の
間
で
協
議
が

始
ま
っ
て
い
る
。

Ｊ
Ｒ
東
日
本
が
主
導

こ
れ
は
、
Ｊ
Ｒ
の
労
働
組
合
な
き
社
会
化

攻
撃
＝
社
友
会
路
線
を
法
制
化
し
、
す
べ
て

の
労
働
者
に
適
用
し
よ
う
と
す
る
攻
撃
だ
。

実
際
、
経
団
連
労
働
法
規
委
員
会
の
委
員
長

を
Ｊ
Ｒ
東
日
本
前
会
長
の
富
田
が
務
め
る
な

ど
し
て
Ｊ
Ｒ
が
主
導
し
、
自
ら
そ
の
モ
デ
ル

を
作
っ
て
見
せ
、
そ
し
て
社
会
全
体
に
拡
張

し
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

社
友
会
に
「
個
々
の
労
働
者
を
規
律
す
る

契
約
を
結
ぶ
権
限
」
を
与
え
る
と
い
う
。
「
デ

ロ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
」
と
は
「
適
用
除
外
」
と
い

う
意
味
で
、
こ
れ
が
実
行
に
移
さ
れ
れ
ば
、

社
友
会
は
労
基
法
の
適
用
除
外
、
つ
ま
り
労

基
法
以
下
の
「
契
約
」
を
結
び
、
そ
れ
を
合

理
的
と
推
定
す
る

権
限
ま
で
も
つ
こ

と
に
な
る
。
し
か

も
、
事
業
所
単
位

で
は
な
く
企
業
単

位
の
手
続
き
に
す

る
と
い
う
の
だ
。

そ
う
や
っ
て
選
ば

れ
た
社
員
代
表

は
、
完
全
に
会
社

の
意
の
ま
ま
に
動

く
も
の
と
な
っ
て

い
く
の
は
明
ら
か
だ
。

そ
も
そ
も
団
結
権
・
団
体
交
渉
権
・
団
体

行
動
（
争
議
）
権
は
、
労
働
組
合
だ
け
が
も

つ
権
利
だ
っ
た
。
労
働
組
合
だ
か
ら
こ
そ
、

争
議
＝
「
生
産
を
阻
害
す
る
行
為
」
が
正
当

な
も
の
と
さ
れ
、
資
本
と
闘
う
力
を
も
っ
た

の
だ
。
そ
れ
を
根
本
か
ら
解
体
し
よ
う
と
い

う
の
が
こ
の
攻
撃
の
狙
い
だ
。
「
労
使
自
治
」

「
新
た
な
集
団
的
労
使
関
係
」
な
ど
と
称
し

て
、
そ
の
意
味
を
真
逆
な
も
の
に
し
て
し
ま

お
う
と
し
て
い
る
。
社
員
代
表
は
労
働
組
合

で
は
な
い
か
ら
、
不
当
労
働
行
為
＝
支
配
介

入
と
い
う
概
念
も
消
失
し
て
し
ま
う
。
資
本

の
や
り
た
い
放
題
が
横
行
し
、
労
働
者
の
権

利
は
地
に
堕
ち
る
こ
と
に
な
る
。
ま
さ
に
現

代
版
の
産
業
報
国
会
化
攻
撃
だ
。

戦
後
労
働
法
制
の
解
体
が
狙
わ
れ
て
い
る


